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株式会社Zebras and Company 

（株）Zebras and Company
　田淵　良敬

ファイナンスとガバナンスの考え方



2

本資料の目的
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・「第2回 地域の社会課題解決促進に向けた エコシステム研究会」において、ファイナンス・ガバナン
スの課題と課題解決の方向性について、事務局、研究委員の皆様の議論の参考資料

• ファイナンスやガバナンスを考えるにあたって、論点や考えるべき順番などについて整理

• Zebras and Companyにおいて関わった事例を共有
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課題感・問題意識
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・特に創業初期において、知識や余裕のなさから、安易に出資を受けてしまい、後になって株主構成を
再考したいという声を多数聞くようになった

→資金調達を考える前に、整理しておくべきこと、考えておくべきことについて助言する「Zebras 
Finance Design」を開始

・Zebras and Companyを創業後、「どんなお金が自分達の事業に合うかわからない」「誰がそういった
資金を提供しているかわからない」といった声を多数聞くようになった

→事業の性質を見極め、適した資金を調達するための設計を支援する「Finance for Purpose」を開始

企業の意思決定のあり方、事業に適したお金の「色」を考える必要性。意思決定のあり方、財
務需要、リスクなどによって、ファイナンスとガバナンスを考えるようなサービスを展開
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Zebras Finance Design
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Zebras Finance Designに関する記事
https://www.zebrasand.co.jp/1944
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Zebras Finance Design
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資
金
コ
ス
ト

資金コスト

・四つの方法にはそれぞれ異なる特徴があります。自分たちがどのような意思決定体制を望んでいるか、自分たちの事業がどれくらい
リスクを限定できているか。この二つによって、どの資金調達方法を選ぶべきかは変わってきます。
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Finance for Purpose
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ビジョンミッショ

ンと経営戦略

の一貫性

・技術革新

・業界イベント登壇

・技術革新

・業界イベント登壇

・営業資料の刷新

・技術革新

・業界イベント登壇

・営業資料の刷新

・技術革新

・業界イベント登壇

・営業資料の刷新

・技術革新

・営業資料の刷新

・技術革新

・業界イベント登壇

・営業資料の刷新

・技術革新

・業界イベント登壇

・営業資料の刷新

・技術革新

・業界イベント登壇

・営業資料の刷新

・技術革新

・業界イベント登壇

・営業資料の刷新

目指すインパク
ト
（ビジョン・ミッ
ション）

戦略 / 事業概
要

・How

起こしたい変化を起こ
せるような戦略となっ
ているか？

リソース計画
（ヒト・モノ）

戦略を実行できるよ
うなリソース計画と
なっているか

数値計画
（カネ）

リソース計画を実行
できる数値計画となっ
ているか

・資金提供者像
・資金調達モデル  / 計画

・Why
・What
・Whom
・(How)



Finance for Purpose
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Finance for Purpose
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事例：株式会社　陽と人

参照：株式会社 陽と人のインスタグラ
ム写真
ロゴ提供：株式会社 陽と人

陽と人は「しあわせ・笑顔・豊かさの循環」をビジョンとして
眠ったままの地域資源を見つけ、価値あるものへと編集
し、地域と都市でしあわせが循環する社会をつくりを目指
す会社です。

事業内容   
・地域を伝える農産物の生産・流通・卸売事業
・地域資源を活用した商品の企画・販売事業
・地域づくりコンサルティング・プロデュース事業
・その他（講演・研修など）

ウェブサイト　https://hito-bito.jp

https://hito-bito.jp
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事例：「LIFE」を活用した陽と人への投資
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事例：ゼブラ投資の雛形　LIFE

今回の投資理念とスキームを基にしたタームシートの雛形（ LIFE type1 : Long-term Investment structure for 
Future Equity＝将来の公正のための長期的投資スキーム  試作1）を公開。
将来の見通しが難しい立ち上げ初期のフェーズでも、経営者と投資家がフラットな関係性の元で一定の成長を遂
げた後のリターンの設計について対話することを促すスキーム作りを目指しました。
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事例：ゼブラ型投資の雛形　LIFE

LIFEのダウンロード
https://forms.gle/2HHzPZTQGxc9rA54A

https://forms.gle/2HHzPZTQGxc9rA54A


出資の利点と金融の色調
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事例：株式会社　石見銀山生活観光研究所 / 群言堂

「群言堂」というブランドの下、大森町の生活文化を企画小売り業とし
て生活者との接点を作り続けており、その経験を活かして、大森町に
おいて町と生活者を繋ぐ新しい町づくりビジネスを行う。

ウェブサイト　
https://www.gungendo.co.jp/pages/details/000190.php

https://www.gungendo.co.jp/pages/details/000190.php


地域共通
チケット

教育

地域の社会・
文化的資源
の活用（間歩
の指定管理）

市・県・国との
意識合わせ

収益増加・偏りをなくす

持続性向上・地域の受け皿づくり・独立自治基盤 公共性

地域愛をもった
人材を広げる

アルベルゴ
ディフーゾ事

業

地域事業者（住民？）

地域外の共感者

観光者

他の地域

資金提供者

地域内人材
づくり

共感ポイント：住みたくなる、関わりたくなる、遊びにくる。古民家楽しい！景観大好き！（要言葉選び）

共感ポイント：地域一体型プラットフォームを真似して、自分たちで持続的な地域を作りたい！連携しやすい

共感ポイント：子供達のために、町のアイデンティティを残す。　　ゼブラ地域
　　　　　　　関わり町民になって、町の可能性にワクワクする。資金提供者コミュニテー

環境整備

アクション

アウトプッ
ト

アウトカム

アウトカム
地域一体型プラットフォーム

アウトカム

社会・文化的資源をもとにした経済（小さな町・熟成社会・レジリアンス）

循環・進化

大森への共感をベースにしたムーブメント（グローバル・ローカル）

防災

ミッションを
もったプレイ
ヤーづくり

地域の共通目標
ができる

安全確保

事例：株式会社　石見銀山生活観光研究所 / 群言堂

参照：経済産業省「石見銀山エリアにおける観光資源を活用した地域一体型経営の仕組みを利用した事業計画の策定報告書」 



事例：株式会社　石見銀山生活観光研究所 / 群言堂

③　資金提供者への訴求ポイント

財務

1. 経済的メリット

投資リターン / 金利を期待する

2. 個社のあり方

大森町の文化を残しながら自立することを応援する

3. 社会のあり方

地域文化とビジネスの持続可能な関係性のモデル作りを

支援する

企業投資家・銀行

個人投資家、クラウドファンディ

ング、行政補助

財団、インパクト投資家

参照：経済産業省「石見銀山エリアにおける観光資源を活用した地域一体型経営の仕組みを利用した事業計画の策定報告書」 






